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　酸化物は古くは、もろく電気を通さない、というイメージがあったが、その物性はバラエティに富んで
おり、新しい機能を持つ材料開発の格好の研究対象である。
酸化物のユニークな特性の例としては、銅酸化物の高温超電導、マンガン酸化物の巨大磁気抵抗が有名で
あるが、近年では他にも、熱電変換材料や、
青色発光デバイスなどへの応用も期待されている。
　青色発光材料の場合、現在活躍しているのは窒化ガリウムであるが、レアアースであるガリウムを使用
している点で供給に不安がある。経費削減という意味でも、
青色発光材料として同等の機能を有する安価な代替材料が将来的に求められており、現在、その最右翼と
して酸化亜鉛が研究されている。酸化亜鉛は
励起子束縛エネルギーが大きいために、発光効率を高められるという期待もある。酸化亜鉛はｎ型電気伝
導を示す一方で、ノンストイキオメトリーに起因する欠陥によりｐ型化が難しい。これまでにMBE法など
で慎重に作成された薄膜試料ではP型化に成功し、EL発光の報告もなされているが、発光強度や波長純度
などの点で、まだ改善が必要である。欠陥の尐ない良質の単結晶を得ることができれば、ｐ型電気伝導が
安定して得られる可能性がある。
　現在、単結晶は水熱合成法で育成されたものが基板として市販されている一方、気相成長（CVD）法で
高い結晶性を有する小型の単結晶も育成されている。
本研究では、CVD法、FZ法、ヨーヨー法を用いて酸化亜鉛をはじめとした機能性酸化物材料の単結晶育成
について研究する。
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あらかじめｎ型あるいはｐ型の電気伝導性を有する良質なバルク単結晶が得られることで、务化などに対
する耐性の強い発光デバイス開発につながる。

本研究では、FZ法やヨーヨー法により、ｐ型あるいはｎ型のドーパントを添加した組成で結晶成長を行
う。この方法による単結晶成長の報告例は現在までない。

研究の独自性・アピール点


